
　

5
月
8
日
、
日
本
共
産
党
船
橋
青
年
支

部
（
松
崎
さ
ち
他
2
名
）
が
市
に
「
住
宅

助
成
制
度
の
創
設
を
求
め
る
要
望
書
」
を

提
出
し
、
建
築
部
長
、
住
宅
政
策
課
長
と

交
渉
し
ま
し
た
。
要
請
し
た
内
容
は
、
船

橋
市
で
も
「
家
賃
補
助
制
度
を
実
施
す
る

こ
と
」
や
「
市
営
住
宅
を
増
設
し
、
若
年

単
身
者
も
入
居
可
能
に
す
る
こ
と
」
等
で

す
。

　
非
正
規
雇
用
で

　
　
重
い
負
担
と
な
る
家
賃

　

2
0
1
3
年
は
非
正
規
雇
用
者
の
割
合

が
過
去
最
高
の
36
・
6
％
に
達
し
、
20
～

34
歳
の
独
身
男
性
の
3
割
弱
が
年
収
2
0

0
万
円
未
満
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
代
か
ら
30
代
の
女
性
の
半
分
以
上
が

非
正
規
雇
用
で
働
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
中
で
若
者
に
重
い
負
担
と
な
る
の
が
家

賃
で
す
。

住
宅
助
成
制
度
の
創
設
な
ど
を
要
望

住
宅
助
成
制
度
の
創
設
な
ど
を
要
望

　

交
渉
参
加
の
若
者
か
ら
「
親
と
同
居
し

て
い
る
。
一
人
暮
ら
し
を
考
え
る
が
民
間

ア
パ
ー
ト
を
借
り
る
に
も
敷
金
・
礼
金
・

家
賃
と
高
く
て
払
え
な
い
。
若
い
単
身
者

は
原
則
市
営
住
宅
へ
の
入
居
資
格
が
な
い

と
さ
れ
て
い
る
が
入
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
」
「
友
達
の
多
く
が
奨
学
金
を
借
り

て
学
ん
で
い
る
。
卒
業
し
て
働
く
よ
う
に

な
る
と
、
奨
学
金
返
済
と
高
い
家
賃
で
自

立
で
き
な
く
な
る
。
家
賃
補
助
制
度
を
実

施
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
請
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

 
市
営
住
宅
供
給
計
画
見
直
し
で

 
若
者
の
声
反
映
を

　

船
橋
市
の
市
営
住
宅
戸
数
は
現
在
、

1
2
9
7
戸
で
周
辺
市
と
比
べ
て
も
、
大

変
少
な
く
市
民
の
需
要
に
応
え
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
公
営
住
宅
は
高
齢
化
が

進
み
、
自
治
会
役
員
の
な
り
手
が
い
な

い
、
清
掃
が
で
き
な
い
等
の
問
題
も
出
て

い
ま
す
。

　

市
も
こ
の
実
態
を
認
め
「
市
営
住
宅
も

高
齢
化
し
て
い
る
の
で
若
者
を
入
れ
る
検

証
を
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
」
「
他

の
自
治
体
で
若
い
方
々
に
定
住
し
て
も
ら

う
た
め
実
施
し
て
い
る
家
賃
補
助
制
度
で

あ
る
が
、
当
市
で
も
将
来
的
に
は
必
要
に

な
る
の
で
は
」
等
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
に
は
市
営
住
宅
供
給
計
画

の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
若
者
た
ち
の

声
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
も
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

▲丸山慎一県議と関根和子市議も

　同席しました
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4
月
9
日
、
「
憲
法
9
条
に
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
」
実
行
委
員
会
（
事

務

局

は

神

奈

川

県

内
）
に

ノ

ル

ウ
ェ
ー
・
オ
ス
ロ
の
ノ
ー
ベ
ル
委
員

会
か
ら
「
あ
な
た
の
提
案
を
う
け
と

り
ま
し
た
。
こ
と
し
は
2
7
8
の
候

補
者
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
受
賞

者
の
名
前
は
10
月
10
日
に
発
表
さ
れ

ま
す
」
と
の
文
書
が
届
き
ま
し
た
。

同
実
行
委
員
会
は
、
戦
争
放
棄
を
掲

げ
る
憲
法
9
条
を
保
持
し
続
け
た

「
日
本
国
民
」
を
受
賞
者
に
と
提
案

し
て
い
ま
し
た
。

　

き
っ
か
け
は
一
人
の
声
か
ら

　

昨
年
１
月
、
神
奈
川
県
座
間
市
に

住
む
一
人
の
女
性
が
、
「
戦
争
は
よ

く
な
い
、
平
和
憲
法
を
守
り
た
い
。

憲
法
9
条
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
」
と
イ

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
候
補
に

が

憲
法
９
条

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
呼
び
か
け
ま
し

た
。
こ
の
呼
び
か
け
に
、
座
間
市
と

相
模
原
市
の
地
域
9
条
の
会
が
協
力

し
、
昨
年
8
月
に
「
憲
法
9
条
に

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
」
実
行
委
員
会

が
結
成
さ
れ
賛
同
署
名
に
と
り
く
ん

で
き
ま
し
た
。

　

ノ
ー
ベ
ル
賞
は
、
受
賞
候
補
と
な

る
に
は
大
学
教
授
や
国
会
議
員
な
ど

に
よ
る
推
薦
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
実
行
委
員
会
の
呼
び
か
け
に
応

え
、
大
学
教
授
ら
が
推
薦
人
と
な

り
、
「
受
賞
候
補
」
へ
の
登
録
が
実

現
し
ま
し
た
。
現
在
の
推
薦
人
は
43

人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
賛
同
署
名

は
、
現
在
約
3
万
5
千
筆
で
、
1
0

0
万
筆
め
ざ
し
呼
び
掛
け
が
継
続
さ

れ
て
い
ま
す
。

世
界
の
平
和
の
た
め
に

平
和
憲
法
を
守
ろ
う

　

実
行
委
員
会
は
「
受
賞
に
向
け
て

『
世
界
の
平
和
を
願
い
戦
争
し
な
い

こ
と
は
良
い
事
で
あ
り
、
守
り
、
広

め
て
い
こ
う
！
』
と
い
う
価
値
観
の

共
有
自
体
に
も
、
意
味
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
改
憲
の
危
機

に
直
面
し
て
い
る
今
、
世
界
の
平
和

の
た
め
に
平
和
憲
法
を
守
り
、
活
か

し
、
広
め
て
い
く
た
め
の
取
組
の
一

つ
と
し
て
ご
理
解
・
ご
協
力
い
た
だ

け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
」
と
発
信

し
て
い
ま
す
。

ノルウェー ・ ノーベル委員会　御中
　

　日本国憲法は前文からはじまり　特に第

9条により　徹底した戦争の放棄を定めた

国際平和主義の憲法です。 特に　第9

条は、 戦後、 日本国が戦争をできない

ように日本国政府に歯止めをかける大切

な働きをしています。 そして、 この日本国

憲法第9条の存在は、 日本のみならず、

世界平和実現の希望です。 しかし、

今、 この日本国憲法が改憲の危機にさ

らされています。
　

　世界各国に平和憲法を広めるために、

どうか、 この尊い平和主義の日本国憲

法、 特に第9条、 を今まで保持している

日本国民にノーベル平和賞を授与してく

ださい。 436-3030要予約

日本共産党船橋市議団主催

会場 ： 中央公民館
時間 ： 午後１時～４時

6月13日（金） 弁護士が
相談を
受けます労働相談も

　　受けています

無料

署名文は下記です。
「憲法9条にノーベル平和賞を」実行委員会HPより


